
「奥会津昭和村発 

 地域の未来を拓く実践について」 

 

      NPO法人苧麻倶楽部 尾崎嘉洋 



 人口    約１，４０３人    世帯数 ６２４世帯  

 高齢化率    ５４．５％ （75才以上の割合,  ３８．３％）  県内第２位 

                 （福島県現住人口調査結果2013年8月1日時点） 

  奥会津・昭和村について 



  苧麻倶楽部のミッション 

村の現状 

●超少子高齢化による過疎化 

●経済価値に重きをおいた社会  

  における自信の喪失 

●地域を継承する担い手の不足 

社会の現状 

●経済社会の限界や不安 

●土に根ざした生き方・働き方へ  

 の関心が高まる 

●新しい時代の転換期 

ピンチはチャンスになる！ 

昭和村に暮らす人々が大切にしてきた自然と
寄り添う生き方の作法をベースにした地に足
のついた持続可能なライフスタイル、新しい文
化の創造を目指す 

縄文時代から人が暮らし、何世代にもわたって
継承されてきた大切な知恵、生き方、地域コ
ミュニティを次の世代につなぐ 



活動の３本柱 

1-1. 地域の新商品の開発：  

2-1. よつばの会支援事業  

 

3-1. 田舎暮らし体験 
        施設の運営 

3-2. 田舎暮らし体験ツアー 

3-3. ワークキャンプ 
     (復興地域づくりリーダー育成プロジェクト） 

 

3-4. 復興に向けた観光交流事業 

2-2. 村内イベント出展  

2-3 奥会津地域人材育成 
     「奥会津大学」 

 

1-２. 若者による農村複合型ビジネス 
   創発支援事業 （ムラキャンパス事業） 

3-5. 会津田舎暮らし応援事業 
    田舎暮らし受入団体 
    リーダー養成塾 「會ターンズ」 

  苧麻倶楽部の行う事業 

都市との交流に 

関わる事業 

地域住民のサービス 

に関わる事業 

ひと げんき 

地域産業の振興に 

関わる事業 
しごと 



復興の先にある新しい時代づくりのために・・・ 

   震災後、さらに強くなった想い 

 地に足のついた 

  持続可能な社会づくり 

自然と共生してきた 

本物の生き方の発信 

持続可能な地域づくりを担う

人づくり 

多様な想いを

つなげる場づくり 

福島の今を 

世界へ発信 



    昭和村ワークキャンプ 



昭和村ワークキャンプ活動写真 



●これまでの参加者の出身地  ２５ ヵ国（地域）、 １６ 都県 

＋ 参加者数：         １４０人以上   

＋ 交流人口：  延べ ２４００人以上  （参加数×滞在日数） 

＜海外参加者はどこから？＞   

＜国内参加者＞   

韓国、台湾、中国（香港・マカオ）、タイ、モンゴル、スリランカ、アメリカ 

フランス、ドイツ、イギリス、イタリア、スペイン、スイス、ベルギー、スウェーデン、
スロバキア、 ポーランド、オランダ、ギリシャ、フィンランド、クロアチア、ロシア、
ウクライナ 

福島、山形、東京、神奈川、茨城、埼玉、栃木、群馬、静岡、奈良、兵庫、
滋賀、愛知、山口、熊本、福岡など 

  昭和村ワークキャンプのこれまで  (2008年～2012年)  



   なぜ、昭和村ワークキャンプを目指すのか？ 

   ●日本の農村のライフスタイルを体験したい 

 ●田舎の文化・コミュニティを学びたい  

 ●地域活性の役に立ちたい  

 ●日本語・日本文化を学びたい    ●農業をやってみたい 

 ●観光では行けないようなところに行きたい 

 ●いろんな国からの参加者と友達になりたい  

 ●農村に暮らす人々と触れ合いたい  ●田舎料理を体験したい 

 ●山に囲まれた自然を体験したい  

 ●福島を応援したい  ●震災後の福島の現状を学びたい   

 ●福島の復興に貢献したい 



   福島の今を世界へ発信  

顔の見える一人一人が大切な発信役。遠回りなようで、実は近道なはず。 

台湾からのボランティアが震災後、自国で昭和村・福島体験記を出版 



   福島の今を世界へ発信  

約13万人の若者は集まる「フジロックフェスティバル」や「土と平和の祭典」でのPR  

NGO ヴィレッジトーク 【つながりがつくる未来～東北復興の現場から～】 

FUJIROCK FESTIVAL 2013 ライブレポートより 



 持続可能な地域づくりを担う人づくり 



復興・地域の明日をデザインするリーダー研修 活動写真 



 自然と共生してきた本物の生き方・働き方の学ぶ 

 ムラキャンパス事業  



ムラキャンパス事業 活動写真 



応援する・されるの関係を超えて、 

 未来を共に創る仲間としての「共感」を生み出す 

 ●お互いの文化・個性の違いを尊重する気持ち、学びの姿勢 

 ●対話方法の違いをお互いに理解すべし ●共に悩み、歩む 

 ●先入観にとらわれない    ●個性や得意な事を発揮できる機会づくり 

 ●お互いにわかりやすい言葉づかい ●対話の展開をあせらない  

 ●地域や若者の主体性・役割・当事者感覚を丁寧に引き出す  

 ●顔が見える関係性をつくる  ●安心して存在できる場の雰囲気づくり 

 ●表舞台ではない、地域・参加者の自然な交流の時を演出  

 ●共通の実体験の積み重ね      ●遊び・笑いを大切に 

 ●想いを引き出し、想いを重ねていく ●場をつくりすぎない 

 ●長期的なビジョンや夢を常に共有し、活動同士の流れをつくる  

 ●共感から生まれた成果の見える化 ●目的・背景を丁寧に共有する 

 ●関わる人々それぞれの特徴を把握し、有機的につなげる 

   地域づくりの現場で、大切にしていること 



『地域を元気にしたい』 

をつなげたい、 

カタチにしたい。 



ご清聴頂きありがとうございました 


